
●学習指導プラン【福島市立森合小学校 第６学年 総合的な学習】

学 これまで調べてきた各発電方法のメリットやデメリットを根拠にして一人ひとりが予想
習 した２０４０年の電源構成を，友達との話合いを通して再考し，自分なりのエネルギーの
内 ベストミックスを考える。
容

ね 友達との話合いを通して，ベストミックスを考える大切な視点に気付き，自分なりのエ
ら ネルギーのベストミックスを考えることができる。
い

段 時
学習活動・内容 ○ 指導上の留意点 評価（評価方法）

階 間

１ 前時の活動を振り返り，２０４０年の 〇 子どもに自分で考えたグラフの自信の
エネルギーミックスについて考えるとい 度合いや感想を問いかける。「自信がな

問 う本時のめあてをもつ。 くて友達のグラフが気になる」「22年後
題 の未来のことを考えるのは難しかった」
把 ２０４０年の福島におけるエネルギー などの，子どもの不安や迷いを取り上げ，
握 ミックスのベストミックスを考えよう。 友達と交流する必要感を共有することで，

～友達との交流を通して～ 本時のめあてを見いだすことができるよ
うにする。

２ 各グループの中で，自分が考えたグラ 〇 友達との交流では，選択した発電方法
問 フとその理由を伝え合う。 とその理由を明確にさせることで，互い
題 ・ ぼくは，再生可能エネルギーによる の共通点や差違点に気付くことができる
追 発電と火力発電を組み合わせて考えま ようにする。
究 した。なぜなら･･･。 ○ Ｔ１とＴ２で机間指導を分担して行う

・ わたしは，太陽光発電と水力発電を 中で，理由を類型化し，全体の話合いで
組み合わせました。それは，･･･から 意図的に考えを取り上げたり，コーディ
です。 など ネートに生かしたり

することができるようにする。
３ 各グループで出てきた理由を共有し， 〇 Ｔ１は，子どもが発表した理由の内容
ベストミックスを考える上で大切な視点 を問い返すことで，ベストミックスを考
を確認する。 える上で大切な視点に気付くことができ
・ 安全性を考えたベストミックス るようにする。例えば，「太陽光発電は，
・ 安定した発電量を考えたベストミッ 曇りや雨の日には電気を作れないので･･
クス ･」という発表に対しては，「何に左右さ

・ コストを考えたベストミックス れず発電できるようにしたのかな？」と
天気や季節を考慮したベストミックス 問い返し「天気」という視点を明確にし

など ていく。
〇 Ｔ２は，子どもが発表したグラフと理
由を構造的に板書に位置付けて視覚化す
ることにより，自分の考えと対比して考
えることができるようにする。

４ 自分のベストミックスを再検討する。 友達の考えを手掛かりに自分のベスト
・ わたしは，安全性だけでなく安定し ミックスを再検討し，円グラフに表すこ
た発電量のことも考えて，風力発電よ とができたか。（ワークシート，発表）
りも水力発電の割合を多くしたよ。 ○ Ｔ１は，グラフを変化させた子どもに

・ ぼくは，太陽光発電が安定性に欠け は変更点とその理由を，グラフを変化さ
ると分かった。太陽光で発電した電気 せなかった子どもにも理由を質問し，そ
を蓄電する技術が発達すれば，2040年 の子なりの考えの変容を見取り価値付け
にはもっと割合が多くなると思う。 ることにより，自分の考えの深まりを実

など 感できるようにする。

ま ５ 今日の学習で考えたことを振り返る。 〇 友達との交流で考えが深まったことや，
と ・ 話合いの中で気付いた友達の考えの 未来のエネルギーについての自分の思い
め よさ を記述している子どもに発表させること

・ 未来の福島のエネルギー問題に対す で，友達と共に学ぶよさや未来のエネル
る分の思い など ギーについて考える価値を実感できるよ

うにする。
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●実践成果

○ 本実践を通して，自分のベストミックスに選択した発電方法とその理由について明確にさ
せることで，互いの共通点や差異点に気付くことができた。また，各グループごとに自分が
考えたベストミックスの理由を伝え合うことにより新たな気付きがあり，自分の考えが深め
ることができた。その結果，最初に考えたベストミックスを改めて考え直そうとする様子が
多くなり，話し合ったことを基に電源構成を考える活動につながった。

○ 出てきた理由を共有し，ベストミックスを考える上で大切な視点を板書に構造的に視覚化
することで，自分の考えと対比して考えることができた。また，ベストミックスを考え直し
たいという気持ちを高めることにもつながった。

【学習のまとめとして作ったリーフレット】
福島県は，２０４０年の電源構成を再生可能エネルギー１００％にすることを目標として

いる。子どもたちは，今まで学習してきたことを基に福島県の目標を検討し，自分なりのベ
ストミックスを考えた。以下の資料は，再考したベストミックスと，そのように考えた理由
や今までが学習してきて分かったことを資料を活用して分かりやすくまとめたリーフレット
である。全員，学習のまとめとしてリーフレットを作成した。

＜子どもが作ったリーフレット＞

＜理由を交流する子どもたち＞ ＜構造化された板書＞



【学習を終えて】
この学習を通して，子どもたちが「自分は将来のために何をやらなくてはいけないか」と考

えるようになったことが大きな成果である。


